H076C16

2007年　化学　関西大学　2/2,Ａ日程(３教科型)　システム理工　化学生命工　環境都市工

【６】　

　次の文の　　　および(　　　)に入れるのに最も適当なものを，それぞれ ａ群 および( ｂ群 )から選び，その記号をマークしなさい。ただし，　　　には同じ記号を繰り返し用いてもよい。また，{　(3)　}には構造式を例(省略)にならって解答欄に記入しなさい。

　化合物Ａはグリセリンエステルの１種である。Ａは分子式がC19H20O7であって，１個の不斉炭素原子をもっている。このＡの構造を決定するため，以下の実験を行った。

(ⅰ)　Ａは冷水酸化ナトリウム水溶液には溶けにくいが，水酸化ナトリウム水溶液中で加熱処理すると，反応して溶解した。この溶液を塩酸で酸性にすると，Ａｌmolからグリセリン１molと芳香族カルボン酸Ｂ２molが生成した。得られたＢの分子式はC8H8O3であった。

　Ｂを無水酢酸と反応させると化合物Ｃが得られた。Ｂを過マンガン酸カリウムで酸化すると化合物Ｄが得られた。Ｄはポリエチレンテレフタラート(ポリエチレンテレフタレート)の原料に用いられる。

　Ａが冷水酸化ナトリウム水溶液に溶けにくかったことから，Ｂは(　(1)　)基をもたないことがわかる。なお，分子式がC8H8O3の芳香族カルボン酸のうち，(　(1)　)基をもたない構造異性体の数は(　(2)　)個である。また，Ｃの構造は{　(3)　}であることがわかる。

(ⅱ)　水酸化ナトリウム水溶液中でのＡの加熱処理を途中で止め，溶液を酸性にすると，未反応のＡ，グリセリン，Ｂ，化合物Ｅおよび化合物Ｆの混合物が得られた。ＥとＦはともに同じ分子式C11H14O5であって，Ｅは不斉炭素原子をもち，Ｆには不斉炭素原子が含まれていなかった。

　不斉炭素原子をもつＡの構造としては，次の構造１と構造２が考えられる。しかし，前で示したように，加熱処理途中の生成物中に不斉炭素原子をもたないＦが生じたことから，Ａの構造は構造１であると決めることができる。
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(　ｂ群　)

(ｱ)　アルコールのヒドロキシ
(ｲ)　フェノールのヒドロキシ
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(ｹ)　８
(ｺ)　９
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【解答６】　
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